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法政大学二連望遠鏡 HOTATE (HOsei Twin Astronomical 
TElesopce)を所有している。研究室では、HOTATE 観測シ
ステムの構築に向けた研究を行なっている。その一つに













































































































































 図 4 は全天スカイモニターで使用しているカメラであ
る。空の撮影には一眼レフカメラの EOS 40D (Canon)を使









図 3 全天スカイモニター筐体 
表 1 ３名による主な研究内容 
図 4  EOS40D (Canon)と 8mm F3.5 EX 
DG FISHEYE (SIGMA) 
3.1.2 配線系 
 全天スカイモニターに用いる EOS40D は電源ケーブル




























とで、定常運用の準備が整った。定常運用は 2019 年 10 月












てその日の降水量は 289 mm を記録した。さらにその日の









里氏によって PTC ヒータ 32W (NISSO)が導入され、温度
コントローラ (OMRON)を用いて筐体内気温を約 10℃に
保つように設定している。図 6、図 7 は 2019 年 1 月 28 日
から 1 月 30 日における筐体内気温と外気温の結果であ
る。図 6 のヒータありの場合では筐体内の 低気温が 29



































行った。2019 年 8 月 1 日における気温測定の際に USB 冷
却ファン (サンワサプライ株式会社)を筐体内へ設置した
(図 9)。冬季と同様に筐体内に温 USB 度計、台座下部に日
射が直接当たらないように設置して気温の測定を行った。
筐体内の気温は 13:00 に 高 54.1°C を記録し、筐体内の
平均気温は 45.8°C という結果になった(図 10)。 
 
図 6 ヒータを取り付けた筐体内気温と外気温 
図 7 ヒータがない場合の筐体内気温と外気温  























2020 年 2 月 15 日現在では解決していない。さらに全天ス
















ている制御 PC KUMO の OS は Linux である。Linux のシ
ェルスクリプトを用いてUSB 温度計を自動で動かすこと
で手間もなくデータの収集と解析が可能となる。著者は








































著者は 2020 年 1 月 27 日においてアラートメールが送信
可能かどうかのテストを行った。本来の設定であれば気















図 10  8 月 1 日における筐体内気温と外気温 
図9  冷却ファン (サンワサプライ) 
図 12  気温測定からアラートメール送信
までのフローチャート 






































全天スカイモニターは制御 PC KUMO によって制御し
ている。カメラの自動撮影では Linux のオープンソース
制御ソフトウエアの gPhoto2 を使用している。gPhoto2 を
使用することでカメラをUSB 経由で制御することが可能
である。制御 PC のシェルスクリプトで gPhoto2 のコマン
ドを使用して、事前に設定した撮影パラメータで撮影す
る。なおシェルスクリプトプログラムを定期的に実行す
るには cron という機能を使用する。cron を用いて 15 分
おきに撮影プログラムを起動させることで自動撮影を可
能にしている。撮影して取得された全天画像は制御 PC 
KUMO 内へ保管される。その後研究室計算機 Universe へ
と転送する。全天画像は 1 枚あたり平均 3〜4MB 程度の
容量が必要である。全天画像は 15 分に一枚撮影する設定
にしていることから 1 日に 96 枚の全天画像が撮影され
る。その結果約数年で制御 PC KUMO の容量を超えてし
まうため、研究室計算機 Universe へ転送後に制御 PC 
KUMO 内の全天画像を消去する設定にしている。 
研究室計算機 Universe へ転送された全天画像は WEB 上
にアップロードする。さらに全天画像に撮影日時、露出時
間、NSWE の方角を表記し、いつどの方角に雲があるか















WEB ページの作成では HTML5 を使用した。HTML は
hypertext markup language の略であり、WEB ページを作
成するために使用されるマークアップ言語である。ハイ
パーテキストはハイパーリンクを貼ることが可能なテキ







そこで 2020 年 2 月 15 日現在では WEB ページにおいて
検索画面などを持たせず静的な WEB ページにしている。















図 15 全天スカイモニターのシステム構成 
図 16 日付、時刻、露出時間と方角を表記した
全天画像 
図 14 岡山天体物理観測所全天スカイモニター  













































起こす可能性がある。著者は USB 冷却ファン (サンワサ
プライ)を筐体内に設置して 2019 年 8 月 1 日における筐
体内気温を測定した。結果として 高気温 54.1℃を記録
し、USB 冷却ファンでは対応できないことがわかった。












































に表示させるなどが考えられる。2020 年 2 月 15 日現在気
象モニターによって取得された気象データは研究室やド
ームに設置してある制御計算機から閲覧が可能となって



























ー WEB ページには全天画像のアーカイブがある(図 19)。
年月日時刻を選択することによってその時の全天画像を
表示することが可能である。 
2019 年 10 月から著者は全天スカイモニターの定常運
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図 19 岡山天体物理観測所 全天画像 
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図 18 気象モニターの測定結果 
